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国際交流会館

熊本市B]際交流会館は、本市の国

際交流の拠点として、平成6年9月

1口にオープンしました。

広々としたエントランスホール、

市民と在熊外国人のふれあいや情報

交換の場としての交流ラウンジ、研

修室、会議室、レストランなどのほ

か、 4ヵ凶語同時通訳機能を備えた

国際会議室及びホールがあり、国際

会議やその他各種の会議、講演会等

に利用されています。

また、この会館を中心に(財)熊本

市国際交流振興事業団では、市民を

対象とした国際理解講座や在熊外国

人のための日本文化体験講座の開催、

さらには相談窓口の設置、市民友好

の翼の派遣、ニュースレターの発行

など、多様な事業を行い、市民の国

際埋解、市民と在熊外国人のふれあ

い交流を図っております。

幸せの4つの条件
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本市の中小企業は、全事業所の約

99%、従業員で80%以上を占めてお

り、本市地域経済の活性化を図る上

で中小企業の振興は重要な課題であ

ほmmw

しかしながら、近年の中小企業を

取り巻く環境は情報化・ Bl際化の進

展、技術革新、さらには規制緩和、

Jー　イ:

低価格化等、大きく変化しています。

このため、経営基盤の弱い中小企

業の経営力の強化、人材の育成、マ

ーケテイング機能の弓封ヒ、さらには

技術開発力の向上などの支援策が必

要となっています。

そこで、本市では中小企業が自ら

の持つ経営の柔軟性・創造性や機動

川尻刃物の製作風景

性を発揮し、多様化する市場ニーズ

に的確に対応した企業活動が営める

よう①経営力の強化、 ②産業基盤の

整備、 ③資金調達の円滑化、 ④地場

リーディング産業の振興、 ⑤人材の

確保・育成という5つの中小企業振

興施策にそって各種事業を積極的に

展開しています。
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「生きがいを感じるまちづくり」
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中心商業地の振興

本市のpL二適・下適・新~111i律子等の中

心商業地は県内最人の広域商業拠点

となっていますが、近年の消尊者ニ

ーズの高度化・多様化、ライフスタ

イルの変化等によりl師占街に求めら

れる機能も多様化してきました。そ

こで関係機関や地元商店街と連携を

とりなから、アーケード・駐車場・

駐輪場・退路環境整備等、施設整備

の助成を実施し、商業環境整備を推

過し、さらに77IL/ションタウン構

想の導入等により魅力ある商店街づ

くりを積極的に進めています。

地区・近隣商店街の振興

地<蝣辻村日加'iiiriii机.し'->11 -,v. M-.

活に欠かせないものであり、地域コ

ミュニティの核となる場でもありま

す。

また.地域特性を活かしたまちつ

くりという観点からも、地区・近隣

商店街の果た1--ヾき役割は非勘二大

as p iサsa
このような考え方から、本年、従

軍地区には、ホール・集会場・ギャ

v II　千i- fi∴t蝣:->.丈化施..'土をli'ii',1,:].'

振興の拠点施設としてオーフンしま

L上o

また、平成4^度から商店街活性

化のためのイベント開催補助等、ソ

フト事業に対する支援を実施してい

m*
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金型製作工場(熊本コスモ工業団地)

本市の工業は、その多くが中小企

業であり、食品工業を中心に出版.

印刷、金属製品、衣服、家具等都市

生活と関連の深い工業が大きなウエ

イトを占めています。

したがって、この中

小企業の活躍が地域経

済の活性化を図る上で

重要な役割を担ってい

ま~r,

そこで、中小企業の

振興を支援し、活力あ

る産業活動の展開を図

るため次の施策を推進

していますO

舞葱霊ニー・
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1.経営力の強化

経営資源に限りのある中小工業を

支援するため、地域のマーケテイン

グ情報・各種データベース情報の提

供、経営相談・診断指導、経営セミ

ナ-等を実施しています。

また中小企業の共同化を推進する

ため、業界との共催事業、設備近代

化及び組織化・高度化事業に対して

支援をします。

2.地場リーディング工業の振興

本市において集積が高く他の産業

との強い関連を持つ食品、出版・印

刷産業を地場リーディング産業と位

置付け発展育成を図るため、業界別

の組織活性化研究会などを開催して

います。

また、中小工業の振興には、地元

の方々に地場の優れた製品をご愛用

いただくことが重要です。そこで、

市民及び関係業界の方々に地場の製

品を紹介し利用いただくため、各種

フェアの開催・参加、物産振興事業

などを実施しています。

3,工業立地環境の整備・改善

活力ある生産基盤の整備を目指し

て、周囲の環境と調和した開放的な

ガーデンファクトリーパーク(食品

工業団地)づくりを推進しています。

電子部品製造工場(熊本コスモ工業団地)

毒津軽
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流通業務団地

本市の卸売業、運輸業、倉庫業等

の広域流通拠点施設として整備を進

めていた流通団地は、平成4年9月

に流通業務施設の建設が全て完了し、

本市の広域流通拠点として地域経済

の活性化に大きな役割を果たすこと

が期待されています。また、団地内

には流通情報の発信拠点となる熊本

市流通情報会館が平成元年4月にオ

ープンし、セミナー・研修・経営相

談等を通して、企業経営の近代化、

合理化を支援しています。

さらに昭和62年に設立された第3

セクターである

タ-の事業等により、広域流通ネッ

トワークシステムの構築等を図り、

中小企業の情報化を棋極的に支援し

ています。

熊本流通情報センター

熊本rhAは、昭和59年に通産省のニ

ュ-メディア・コミュニティ構想の

モデル地域に指定されました。

この構想は、大都市圏と地方の情

報格差を是iRL、今田的にバランス

のとれた情報化や地域のニーズに応

じた情報システムの構築と普及を日

的としています。

・、、*,-- (1^.-,>.し・L、㌻　　ゝ蝣蝣一　・/..・二、-・こ.こ、:蝣<V.v.u

より第三セクターとして㈱熊本流通

情報センターが昭和62年に設_、']二され

ました。

この熊本流通情報センタ-は、地

元の卸・小売業を中心に「広域流通

ネットワ-クシステム」の構築を推

進しています。

現在、小売業と卸売業の間を結ぶ

受発注オンラインシステムを中心に

流通関連のシステム開発などの事業

を展開しています。

テレトピア

熊本市は、昭和60年に益城町と共

に郵政省よりテレトピア構想のモデ

ル地域の指定を受け、熊本情報案内

システム(ローカルキャプテン)、熊

本県健康管理システム、図書館情報

ネットワ-クシステム、テクノポリ

ス技術情報システム、熊本市総合行

政情報システムの5つのシステムを

構築しました。

更に、平成元年度には、ヒュ-マ

ンコミュニティネットワークシステ

ム(ケーブルテレビ)も新たに追加

し、高度情事鋸ヒ社会に対応した地域

情報化を推進しています。

この中で、ローカルキャプテンは、

公的施設を中心に広域に公衆端末を

設置し、観光情報、コミュニティ情

報などを提供しています。

また、ケーブルテレビは、受信可

能エリアが75,000位帯、加入世帯が

3,155世帯に増え、将来、双方向性

特徴を生かした活用によY主　医療、

止、防災、教育など、多分野にわ

〕て市民生活の質的向上に貢献す

とが期待されています。

後さらに、 21性紀に向けて光フ

ヾ-綱が張り巡らされるマルチ

ア社会の到来が予想される中

報拠点都市として、テレトヒ

の一層の推進を図り、活力あ

ふれる街づくりを目指していますG
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ゆとりある勤労者生活を応援します
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保・定着、勤労者の技能技術の向ト、

福利惇生の充実を主な事業として、

勤労者の皆さんが豊かなライフワ-

クを送ることができるような職場つ

くりのお手伝いをしています。

(人材の確保・定着)

若年労働者の確保・定着を図るた

め、近隣町・商1団体・企業ととも

に熊本雇用対策協議会を組織する　一

方、熊本市産業開発求人対策協議会

等民間団体とともに人材の確保に努

めていますC

また、中高年齢者雇用対策としま

しては、熊本中高年齢労働者福祉セ

ンター(サンライフ熊本)や熊本

市役所に相談窓「1を設置していま

r.

(技能・技術の向上)

本市産業の発展を担う若年技能

者・技術者等の人材育成機関とし

て熊本市職業訓練センター、熊本職

業訓練短期大学校、熊本市事業内高

職業訓練短期大学校の実習風景

等職業訓練校の運営を支援し、また

勤労者・未就職者・転職希望者等を

対象にワ-プロ・パソコン等の各種

講座を設けています。

(勤労者福祉の向上)

施設面では、勤労者の健康増進と

文化・教養の向上を目的として設置

された中央勤労青少年ホーム、北部

勤労青少年ホーム、勤労婦人センタ

ー、熊本中高年齢労働者福祉センタ

i(サンライフ熊本)、熊本勤労者体

育センターがあり有効利周を図って

います。

制度面では、熊本市中小企業勤労

者福祉共済制度を設け、勤労者のス

ポーツ大全・

団体ツア-

l再';蝣蝣/呂

の福利惇

'I :蝣-)∴:め

に各種の

事mzr,

っています,,

中小企業のための

ふれあうきょうさい
熊本市中小企業勤労者福祉共,斉

あなたの会社の婿利厚生を熊本市があと押しします。

この共済に加入されると、わずかな掛金

(1人1月380円)で-従業員の方々に-

塙等Jl!、I"'''黒一一i-i'.:.川

それぞれの季節・・・-ツア-旅寺〒
に安い費用で参那できます
職場対抗一・・・一・スポ-ツ大会
で汗を流して穎睦を
今の世の中一日-一文イヒ教養講座
を軽い気持ち∈
夏には-・海・山の家が棚できます
いろんな-一一一書]J弓Iがあります
いろんな・.--補助もあります
給付瓢と誓

満20歳に遷したとき一一-・-成人祝金
結婚したとき・-・・・一一結婚祝金
出産したとき一・一-出産祝金
子供さんが小学校に入学したとき-・-・・入学祝金
子嘆さんが中学校を卒業したとき--卒業祝金
頚婚式を迎えたとき-・-結婚25年税金
病気やケWSJ日以上欠軌ノたとき--傷病見舞金
共済批入期間#5年を越えたこき・・一日永年褒賞金
瑚力D^矧司が10年を越えTCtき・--・.永年褒賞金
本人が死亡したとき・・----・死亡弔慰金
配偶者が死亡したとき一一一死亡弔慰金
IBZ等血剛、死亡したとき・一・・・一死亡弔慰金

貸付孟宗芸It,
t警ご

..
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本市は、肥後54万石の城下町とし

ての良い歴史と伝統ある文化のもと、

熊本城や水前寺或遊園など優れた観

光資源を有するとともに、 「国際観

光モデル地区」に指定され、九州同

際観光ル-トの要衝として、年間500

TJ一八を越える観光客が訪れる国際色

豊かな都市です。

近年、自由時間の増大や生活意識

の変化により、余暇活動に対する需

要が高まるとともに、観光ニーズも

多様化、個性化しておr主　新たな観

光ニーズに対応した観光都市として

の魅力向上に努めています。

また、 「国際会議観光部l有」の認定

を機に、地域経済の瀞生化に人きな

効果を及ぼすコンベンション都市づ

くりにも積極的に取り組んでいますr,

豊かな観光資源

豊かな水と緑に恵まれ歴史に彩ら

れた本市には、日本三名城のひとつ

に数えられる「熊本城」をはじめ、

江戸時代の貴重な上級武家屋敷を移

築・復元した「lH細川刑部邸」、

清剃な地下水の湧く桃山式回遊庭閑

「水前寺成趣園」、細川ガラシャの眠

る「立田自然公園」、剣聖宮本武蔵が

兵法五輪の書を著した「霊巌洞」 (五

百羅漢)などの多くの謄史遺産があ

りますO　また、夏目淑石、小泉八雲、

徳富蘇峰・渡花の足跡などの文学的

遺産も残っており、特に夏目激石は

今から100年前の明治29年に五高の

英語教師として赴任し4年3ヶ月を

熊本で過ごしており、俳句や小説「草

枕」など熊本を題材にしたものを数

多く残しています。さらに、豊かな

自然と歴史・文化が残る金峰山一717

など多くの観光資源に恵まれてし、ま

す。

観光シンボルゾーンの整備

熊本城を中心としたシンボルゾー

ンでは、長塀通り♭景観整胤熊本

城周遊バスの運行、景観にあわせた

標識の整備、城内を5ヵ国語で案内

する国際観光案内システム「武者ガ

イドくん」

などを行っ

の導入

ていま

すO　また、ソフト面では城内をきめ

細かく案内するレディースガイドの

導入など本市を代表する観光地とし

ての管偏を進めています。

観光振興懇談会

観光ニーズの多様化や九州各地の

巨大テ-マパークの出現により、本

市の観光は大変厳しい状況にありま

すO　このようなrf.で間近に迫る国体

や21世紀を展望した観光振興策につ

いて、広くrli民や関係各層に意見を

求め審議・検討するために、民間有

識者や学識経験者からなる観光振興

酎炎会を設立し、将来に向けた本市

観光発展のための提言をまとめるこ

とにしています。

広域観光ルート

九州観光の一体的振興・発展をLl

るため、九州の主要都l有と連携し国

内及び海外からの観光客誘致に努め

ていますo　「九州横断ルート」、「九

州縦断ルート」などの広域観光ルー

トを通じて、九州観光モデルコ-ス

や本市の魅力を国の内外にPRして

います。

観光人づくり

観光関連産業に従事する経営者か

ら第　-線で活躍する社員まで、ホテ

ル・旅館・タクシーなど、各業界ご

とに経営問題・人材育IS　接客接遇

等について研修L、受入体制や顧客

意識のよリー一層の充実を推進してい

imw

国際観光の振興

外同人観光客の誘致及び受入体制

の整備充実を匝Iるため、香港での観

光展参加をはじめ海外向けポスター

やパンフレットの製作、来熊外国人

への観光案内所や英文併記の案内板

の設置、五ヶ問詰対応の熊本城田際

観光案内システム「武者ガイドくん」

の導入など、世界に開かれた国際交

流都心づくりを進めています,:

旧せ.1 H'.SF郎
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コンベンションの振興

本市では、コンベンション誘致の

実効を図るため、平成3年11Hに市

・児・民間企業団体からの出橘をあ

おぎ財政基盤の充実した、財団法人

熊本国際コンベンション協会を設立

し、国内外の各種学会・大会等の誘

致支援事業等に取り組み、コンベン

ションの準備・企画段階から運営ま

での相談に応じています。支援体制

では、特にコンベンションボランテ

ィアを清田した市民ホスピタリティ

の充実にノ」を入れています。

本市でのコンベンションの開催件

数は、毎年300件を越え、中でも国

際的な会議・大会は近年著しい伸び

を示していますD平成9年の「第15

回男子世界-ンドポール選手権大会」

平成11年の「くまもと未来同体」を

はじめとする大規模な入会や多数の

国際会議、全国大会等が熊本で開催

されます。

燃えるくまもと

国t?'>
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8月11日から13口までの3日間、暑い熊本の真

夏を一層熱く燃えたたせる"火の凶まつり"0

まつりのハイライトは、なんといっても12日の

「おてもやん総おどり」おなじみのメロディーの

おてもやんと激しいサンバおてもやんのリズムが

街中に響きわたり、真夏の夜の熱気を盛りあげま

す。フィナーレの花火大会までたのしい催しがい

っぱいですO

児外の観光客や外国人、九州各市からのおどり

隊も参加する今や国際色豊かな市民総参加の夏ま

つりです。


